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新型コロナ感染症対策 運営マニュアル



■ コロナ感染防止基本対策

1，検温（37.5℃以上の入館者の制限）
2. アルコール消毒
3. マスク着用
4. 密の回避（ソーシャルディスタンスの確保）
5. シールド等による飛沫拡散防止
6. 入館登録時での非接触による感染防止
7. コロナ感染発生情報の発信
8. サイン看板による感染防止の注意徹底

以上、8項目でコロナ感染防止を実施します。

本展では、「一般社団法人 日本展示会協会」の開催ガイドラインに基づき、新型コロナウイルス感染拡大予防対策を
実施いたします。本対策は、主催者・主催協力企業各社・出展各社・来場者全てにおいて順守することが重要であり、
搬入期間・開催期間・搬出期間を通じて実施いたします。実施管理は主催責任者の指示の元、
主催者事務局・施工会社が行い、会場との緊密な連携により適切な対策を実行します。
対策は、すべての参加者（主催・関係者・協力会社・出展者・来場者）に対して順守いただきます。
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搬入出に関して

検温について

■ 検温システム

◇使用機種
タブレット型検温機器「TEMPOK（テンポック）」 4 台使用

◇説明

①入口で来場者がセルフ式で検温が可能（一人当たり検温時間約1 秒）

②正常な体表温度の場合は「検温OK」のラベルシールが発行できる（シール発行まで約３秒）

③ラベルシールには来館時の日付と時間が印字されるため来館日毎のチェックが可能

④ラベルデザインは用途に合わせてカスタマイズが可能（色３種類、来館日の日時等々）

⑤ラベルは衣服の上からも貼ることができ検温の可視化が可能

⑥指定された体温（37.5℃）検知した場合アラートともに「注意」画面が表示される

（体表温度の規定値.37.5℃を0.1 単位で変更も可能）。
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業務別ネームカードに
シール貼り

17日 1８日 1９日



受付に

■ 検温システム設置場所 搬入出時

搬入出について
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検温システム設置場所 大展示場搬入口Ⓐ 設置時間

17 日12 時30 分～１８ 時まで（展示準備日）

19 日１６時30 分～１８ 時30 分まで（搬出日）

検温システム設置場所には

左記の看板を併せて設置

会期中はプロムナードや

各所へ移動し使用



受付に

搬入出について
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検温システム設置場所

■ 検温システム設置場所 会期中／撤去

大展示場玄関口Ⓑ 設置時間

18 日9 時30 分～17 時まで

19 日9 時30 分～16 時30 分まで

尚１９日１６ 時30分からの大展示玄関口Ⓑの検温は非接触型体温計で検温を行う

検温システムは、大展示場搬入口Ⓐ に移動

■ 検温に関する留意点

・搬入日及び会期中の全入場者（来場者・出展者・スタッフ・業者）に検温を実施。

・検温の完了は「検温OK」のラベルシールにより確認。

ラベルシールを貼付されてない場合は検温システムにスタッフが誘導し検温。



受付に

■ 搬入出の開閉時間制限による管理体制

搬出入口名 記号 １７日 １８日 １９日

大展示場北・南
１，２搬出入口 Ⓐ

午前中主催者工事
12 時30 分～
18時
オープン

終日クローズ 16時30 分
～18時
オープン

表玄関搬出入
口 Ⓑ

終日クローズ ９時50 分～
17 時
オープン

９時50 分～
終日
オープン

主催者・出展者
専用搬出入口 Ⓒ

９時～終日オープン ９時～終日
オープン

９時～終日
オープン

搬入出について

1. 出展者の工事、搬入・撤去の搬出入口の使用日と時間を制限し

混雑の回避と入り口でのコロナ感染防止を徹底

2. 来場者の入館口は表玄関口とし、搬入業者や工事関係者の入館を制限

3. 主催者・出展者が自由に出入りできるように、

表玄関口の一箇所に出入り口を設け混雑を回避する

４．事前に搬入・搬出口及び時間の通知は出展者にメールで主旨徹底を図る
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■ 業務内容

①各搬出入口に検温、アルコール消毒等のサイン看板設置

②搬出入口に検温機、アルコール消毒を設置

③検温後に発行されたシールを来場者自身がネームホルダーに貼る



受付に

■ 搬入出口

搬入出について
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Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ



密の回避（ソーシャルディスタンスの確保）について

■ 場内通路の拡幅
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展示会業界が定めるガイドライン（通路

幅3ｍを推奨）以上に場内通路を拡幅

（最低4ｍを確保）

■ 滞留人数の計測

会場内の入口と出口に人数計測センサを設置

事務局で常時場内の滞留人数を把握

◇使用システム
人数計測システム「PASSER‐ Cloud（パッサークラウド）」 使用

■ ブース内のアテンド人数の制限

出展者側のアテンド人数を原則1ブースあたり2名以内に制限



入館時対策（来場者向け）

■ 受付
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● スタッフ配置ポイント

●
●

■ 入館時の流れ 来場フロー

●

● 消毒設置ヵ所

・入口にて消毒を行う
↓

・来場者受付方法に沿って受付

①該当する種別のホルダーを取る
②貴名受けとホルダーに名刺を入れる
③カウンター上にある検温システムから
発行されるシールをホルダーに貼る

↓
・ガイドブック・会場案内図を取る

名刺を忘れた方

・入口にて消毒を行う
↓

・総合案内にて対応

●

●

●
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アルコール消毒/清掃

■ アルコール消毒

自動手指アルコール消毒機を会場内に設置

搬入出時は別途消毒液を準備

■ 清掃

・搬入日・会期初日終了後にアルコール消毒清掃の実施

・定期的に清掃員が会場内を周り共有部分の消毒 （受付入口付近・商談席・トイレ等）

【使用方法】

❶両手の手の平を下向きにして、奥まで素早く差し込んでください。

❷上下にある４カ所のノズルから消毒液が噴射されます。

❸手の平、指先、手の甲、手首まで約20秒擦り込んでください。

◇使用機種
自動手指アルコール消毒機「Coless（コレス）」 １２ 台使用

■ アルコール設置位置 （搬入出時） ● ４個



受付に

■ アルコール設置位置 （常時）

アルコール設置位置
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● 1２台
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その他感染防止策

■ 食堂スペース

①食堂は出展者、商談会参加者のみの利用に限定。来場者への弁当の販売は行わない。

②コーヒーチケットの配布は行わない。

③横の席との距離を確保するため席数を減らす。

■ 主催者工事のスタッフコロナ感染防止対応

①１７ 日・１９ 日の工事スタッフ名簿を作成する。

②展示会でコロナが発生した場合の緊急通知はスタッフ名簿を使って配信する。

③主催者工事側のスタッフの入館前に検温、マスク着用、アルコール消毒実施を徹底する。

■ 開会式

オープニングセレモニーは京都府と調整のうえ感染防止のため中止

①会期前にフェアHPにて感染対策実施内容を告知

②会期１週間前に感染対策実施内容を出展者に一斉メールをし、再度コロナ感染防止に

ついての協力要請と搬入口の制限や検温シールの件を告知

③17 日・18 日・１９日各日のスタッフ名簿を作成する。

④展示会でコロナが発生した場合の緊急通知はスタッフ名簿を使って配信する。

⑤各日毎に主催者の責任のもとスタッフの検温、マスク着用、アルコール消毒の実施を確認する。

■ 主催者側のコロナ感染防止対応


